
令和４年度 入新井第一小学校 授業改善推進プラン全体構想 

                                        令和４年８月２９日  大田区立入新井第一小学校 校長 執行 純子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業改善に向けての具体的視点・策 

指導内容・方法の工夫 教育課程編成上での工夫 校内における研究や研修での工夫 評価活動の工夫 家庭や地域社会との連係の工夫 

○深い学びの実現を目指した、活用場

面や説明活動の充実 

○STEAM教育の研究を通した、児童が主

体的に取り組む態度の育成 

○算数少人数指導の工夫（習熟度別分

割、均等分割などの適正な配分） 

○タブレットパソコンを活用した、個

別最適な学びと協働的な学び 
○自分の思いを表出できるような場の

意図的な設定 

 

○チャイムの順守（学習規律の定着と

中学校での生活を見据えて） 

○朝読書の実施、励行 

○入りっこスタンダードの指導実践 

○地域の教育力の活用（スクールサポ

ート入一、ポポンタの会など） 

〇改築工事中の運動機会の確保、感染

症対応の中の運動の機会の確保 

○相談室や校内ステップルームを整えた子

どもの居場所づくり（不登校防止対策） 

○「自立した学習者を育てる STEAM教

育の推進」を研究主題として取り組

む。 

〇学習指導要領と関連した教育活動の

取組にあたって，児童の豊かな心の育

成につながる体験的な活動の充実や

「おおたの未来づくり科」の教科設置

に向けた地域資源（人・もの・環境）

を活用した教育カリキュラムの開発・

研究を行い、児童にとって魅力ある学

習活動を展開する。 

○各教科の評価計画及び評価規準を毎

年度見直す。 

○ノートによる評価 

○外部アンケートの活用  

○週案による教員の自己反省 

○大田区学習効果測定結果に基づく学

習カウンセリング 

○学校公開アンケートから改善策を周知

（保護者会、学校・学年便りなど） 

○PTA 防犯パトロールや校外班清掃への

参加、協力 ※今年度、校外班清掃は見

送り、身の回りの整理整頓日を設ける。 

○保護者・地域による学校評価の活用(地

域教育連絡協議会) 

○大森第二中学校での運動会の実施。 

○地域行事への子ども参加（入新井盆踊

り、森っこフェスティバル等）※今年度

は実施見送り 

※この改善プランは、令和４年度の２学期から実施をする。２学期末には学力定着の状況を見て、プラン自体を見直す。 

学校経営方針 

○ 子供たち、保護者・地域、教職員の笑顔あふれる学校 

  ・人権尊重の理念に基づいた指導の徹底 

  ・いじめをしない、させない、許さない 

  ・自分のよさが分かり、個の可能性を伸ばす 

  ・仲間と協働的に学べるよさが実感できる 

  ・子供たちが安心して過ごせる居場所づくり 

特に力を入れて育てたい学力 

◎思考、判断、表現力 

（事実・知識をもとに、論考をすすめていく） 

（新学習指導要領による各教科の見方、考え方を明確にする） 

各教科の指導の重点※昨年度の授業改善推進プランの成果や課題 

国語：文章を書く力の強化 

社会：資料を活用した学習と、社会的思考力の育成 
算数：自分の意見を伝えることのできる児童の育成 

理科：既習事項を生活に結び付けて考えたり、生かしたりする児童の育成 

生活：地域学習を通した地域の一員としての意識の向上 
音楽：感染症対策を取り入れた活動による技能の習得と表現力の向上 

図工：最後まで粘り強く作品作りに取り組む児童の育成と題材開発 

家庭：家庭での実践につながる基本的な知識や技能の定着 

体育：運動の特性に触れ、楽しく学び合う授業 

学力の実態と目標 

令和４年度大田区効果測定の結果 
・４・５年生は全ての教科で平均正答率が全国値を上回っている。一方、
思考・判断・表現力の個人差が大きく、全般的に学びへの意欲が低いこ
とが課題である。 

課題：思考・判断・表現力および学びへの意欲の向上をめざす。 
取組：身近な地域等に目を向け、疑問や課題を発見させることで学習意欲 

を高める。また、学習過程で助言や称賛すると共に、達成した喜び
を分かち合ったり、積み重ねた結果を確かめ合ったりする。授業で
は、自己内対話や他者との対話の時間を確保し、考えを深めたり広
げたりできるようにする。ICT を思考・判断・表現力を高めるため
にも活用していく。 

本校の特色 

・開校１４７年 

・学校への信頼、期待の高い地域 

・教員への期待の高い保護者 

・誠実に職務に励む教職員 

入新井第一小学校の教育目標 

 

自主・自律 健康な心身で 協働する子 

特別活動の指導の重点 
他人を思いやり、協力してよりよい生活を目指す協働的実践力

の育成 

道徳教育の重点（特別の教科 道徳の充実をめざす） 

・道徳的諸価値についての理解。 
・自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己の生き方に
ついての考えの深化。 

・道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度の育成。 

生活指導の重点 

・基本的な生活習慣や規律保持の徹底 
・不登校対応および個に応じた適切な生活指導  
・いじめや不適切な指導の防止 
・安全点検と安全教育の徹底 
・副担任の配置 
・関係諸機関との連携した課題解決及び新組織力の向上 

総合的な学習の時間の指導の重点 
・地域に生きる子どもとしての自覚や誇りの育成 
・人権感覚にすぐれた温かな心の育成 

 

教育法規、都及び区の教育施策 

・教育基本法 

・学習指導要領 

・東京都、大田区教育目標 

・おおた教育ビジョン 


